
　19 世紀の終わりに醗≒部門を有し，これら自動車のニーズに応えるべく鉄鋼材料では，
板などの高強度薄鋼板（ハイテン）の開発・実用化を進
めてきた。また，アルミ材料では，いち早く車体用アル
ミ材料の開発に取組み，実用化実績を上げてきた。さら
に，近年は材料の利用技術の開発，評価技術の開発など
をユーザと一体となって取組んでいる。
　本特集号では，自動車の求める技術的課題に対し，鉄
鋼・アルミなどの材料，加工技術，接合技術，評価技術
などの分野で，当社がどう取組んでいるかを紹介する。

鉄鋼材料
　自動車車体，足回り部品の軽量化と高剛性化を両立さ
せることを目的として，高強度薄鋼板（ハイテン）の適
用部位は年々拡大されてきており，その対象部材の増加
とともにより高強度な材料の適用が増加している。当社
では，主に自動車ボディ部材に用いられる高強度塁緩

ではびらァば要禦ら ¶64促 棒る
よる高いサービスを提供できる。

　また，焼結部品における高強度化のニーズに対しても，
従来方法と比較して低コスト，高強度化が達成できる温
間成形用粉牧ネ 豳しせぐůゝ彊 yデ ½頬 鈎デu

【トから鍛造品までの一貫生産体制を有しており，低コスト化，短納期化を達成している。　さらにアルミ部品を生産ラインで使用する場合のアルミイオン溶出防止，フッ素を含むスラッジ対策などの現場での問題点とその対応技術についても検討を行っている。

接合技術

今後も需要家に喜ばれる製品，魅力ある新製品の開発を

目指し研究開発に取組む所存である。需要家の皆様の忌

憚のないご意見，ご指導，ご鞭撻をお願い申し上げる次

第である。
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